
行政区別 試案の概要 

• 資料7-3『特別区のすがた』をもとに、現行の行政区からみた各試案の概要をま
とめたもの 
 

• 生活保護率における「‰」は千分比を表す （参考：大阪市 57.2‰） 
 

• 「市税等」については、市税・譲与税・税交付金の合計を人口1人あたりにした
もの 

区名 ページ 区名 ページ 

北区 

2～３  

東淀川区 

8～9 
都島区 東成区 

福島区 生野区 

此花区 旭区 

中央区 

4～5 

城東区 

10～11 
西区 鶴見区 

港区 阿倍野区 

大正区 住之江区 

天王寺区 

6～7 

住吉区 

12～13 
浪速区 東住吉区 

西淀川区 平野区 

淀川区 西成区 
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試案1 試案2 

北
区 

A区 
他の構成区 

A区 
他の構成区 

都島区・福島区 都島区・中央区 

 H47将来人口は、30万人（ほぼ横ばい） 
 面積21k㎡ 
 梅田・京橋・福島を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は200％、事業所数は市域の19％ 
 生活保護率 25.4‰  H47高齢化率 24.2％ 

 H47将来人口は、34万人（増加傾向） 
 面積25k㎡ 
 梅田・本町・難波・京橋を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は320％、事業所数は市域の33％ 
 生活保護率 28.7‰  H47高齢化率 22.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

477,286円（大阪市平均の1.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

765,444円（大阪市平均の3.0倍） 

試案1 試案2 

都
島
区 

A区 
他の構成区 

A区 
他の構成区 

北区・福島区 北区・中央区 

 H47将来人口は、30万人（ほぼ横ばい） 
 面積21k㎡ 
 梅田・京橋・福島を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は200％、事業所数は市域の19％ 
 生活保護率 25.4‰  H47高齢化率 24.2％ 

 H47将来人口は、34万人（増加傾向） 
 面積25k㎡ 
 梅田・本町・難波・京橋を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は320％、事業所数は市域の33％ 
 生活保護率 28.7‰  H47高齢化率 22.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

477,286円（大阪市平均の1.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

765,444円（大阪市平均の3.0倍） 

試案1 試案2 

福
島
区 

A区 
他の構成区 

B区 
他の構成区 

北区・都島区 此花区・西区・港区・西淀川区 

 H47将来人口は、30万人（ほぼ横ばい） 
 面積21k㎡ 
 梅田・京橋・福島を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は200％、事業所数は市域の19％ 
 生活保護率 25.4‰  H47高齢化率 24.2％ 

 H47将来人口は、42万人（ほぼ横ばい） 
 面積48k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の15％ 
 生活保護率 34.3‰  H47高齢化率 22.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

477,286円（大阪市平均の1.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

272,073円（大阪市平均の1.1倍） 

試案1 試案2 

此
花
区 

B区 
他の構成区 

B区 
他の構成区 

西区・港区・大正区・西淀川区 福島区・西区・港区・西淀川区 

 H47将来人口は、37万人（減少傾向） 
 面積53k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 41.3‰  H47高齢化率 24.9％ 

 H47将来人口は、42万人（ほぼ横ばい） 
 面積48k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の15％ 
 生活保護率 34.3‰  H47高齢化率 22.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

255,926円（大阪市平均の1.0倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

272,073円（大阪市平均の1.1倍） 

資料7-3  P.6 参照 資料7-3  P.22 参照 

資料7-3  P.6 参照 資料7-3  P.22 参照 

資料7-3  P.6 参照 資料7-3  P.24 参照 

資料7-3  P.8 参照 資料7-3  P.24 参照 
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試案3 試案4 

A区 
他の構成区 

E区 
他の構成区 

北
区 

都島区・淀川区・東淀川区 西成区・中央区・天王寺区・浪速区・阿倍野区 

 H47将来人口は、48万人（減少傾向） 
 面積42k㎡ 
 梅田・新大阪・京橋を中心に商業地域を持つが、住宅地
域も広がる 

 昼夜間人口比率は150％、事業所数は市域の26％ 
 生活保護率 42.3‰  H47高齢化率 27.6％ 

 H47将来人口は、54万人（ほぼ横ばい） 
 面積42k㎡ 
 梅田・本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は240％、事業所数は市域の42％ 
 生活保護率 80.5‰  H47高齢化率 24.0％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

328,089円（大阪市平均の1.3倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

510,986円（大阪市平均の2.0倍） 

試案3 試案4 

A区 
他の構成区 

A区 
他の構成区 

都
島
区 

北区・淀川区・東淀川区 淀川区・東淀川区・旭区 

 H47将来人口は、48万人（減少傾向） 
 面積42k㎡ 
 梅田・新大阪・京橋を中心に商業地域を持つが、住宅地
域も広がる 

 昼夜間人口比率は150％、事業所数は市域の26％ 
 生活保護率 42.3‰  H47高齢化率 27.6％ 

 H47将来人口は、43万人（減少傾向） 
 面積38k㎡ 
 新大阪に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は105％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 47.9‰  H47高齢化率 29.3％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

328,089円（大阪市平均の1.3倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

185,027円（大阪市平均の0.7倍） 

試案3 試案4 

B区 
他の構成区 

B区 
他の構成区 

福
島
区 

此花区・港区・大正区・西淀川区・住之江区 此花区・西区・港区・大正区・西淀川区 

 H47将来人口は、43万人（減少傾向） 
 面積73k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は110％、事業所数は市域の14％ 
 大阪市域の湾岸地域を一体的に集積 
 生活保護率 44.8‰  H47高齢化率 27.9％ 

 H47将来人口は、46万人（ほぼ横ばい） 
 面積58k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の17％ 
 生活保護率 37.3‰  H47高齢化率 23.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

223,214円（大阪市平均の0.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

257,929円（大阪市平均の1.0倍） 

試案3 試案4 

B区 
他の構成区 

B区 
他の構成区 

此
花
区 

福島区・港区・大正区・西淀川区・住之江区 福島区・西区・港区・大正区・西淀川区 

 H47将来人口は、43万人（減少傾向） 
 面積73k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は110％、事業所数は市域の14％ 
 大阪市域の湾岸地域を一体的に集積 
 生活保護率 44.8‰  H47高齢化率 27.9％ 

 H47将来人口は、46万人（ほぼ横ばい） 
 面積58k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の17％ 
 生活保護率 37.3‰  H47高齢化率 23.9％ 

 

市税等 
（人口1人あたり） 

223,214円（大阪市平均の0.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

257,929円（大阪市平均の1.0倍） 

資料7-3  P.38 参照 資料7-3  P.58 参照 

資料7-3  P.38 参照 資料7-3  P.50 参照 

資料7-3  P.40 参照 資料7-3  P.52 参照 

資料7-3  P.40 参照 資料7-3  P.52 参照 
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試案1 試案2 

中
央
区 

C区 
他の構成区 

A区 
他の構成区 

天王寺区・浪速区 北区・都島区 

 H47将来人口は、27万人（増加傾向） 
 面積18k㎡ 
 本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は320％、事業所数は市域の23％ 
 生活保護率 48.7‰  H47高齢化率 20.3％ 

 H47将来人口は、34万人（増加傾向） 
 面積25k㎡ 
 梅田・本町・難波・京橋を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は320％、事業所数は市域の33％ 
 生活保護率 28.7‰  H47高齢化率 22.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

697,305円（大阪市平均の2.7倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

765,444円（大阪市平均の3.0倍） 

試案1 試案2 

西
区 

Ｂ区 
他の構成区 

Ｂ区 
他の構成区 

此花区・港区・大正区・西淀川区 此花区・福島区・港区・西淀川区 

 H47将来人口は、37万人（減少傾向） 
 面積53k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 41.3‰  H47高齢化率 24.9％ 

 H47将来人口は、42万人（ほぼ横ばい） 
 面積48k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の15％ 
 生活保護率 34.3‰  H47高齢化率 22.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

255,926円（大阪市平均の1.0倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

272,073円（大阪市平均の1.1倍） 

試案1 試案2 

港
区 

Ｂ区 
他の構成区 

Ｂ区 
他の構成区 

此花区・西区・大正区・西淀川区 此花区・福島区・西区・西淀川区 

 H47将来人口は、37万人（減少傾向） 
 面積53k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 41.3‰  H47高齢化率 24.9％ 

 H47将来人口は、42万人（ほぼ横ばい） 
 面積48k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の15％ 
 生活保護率 34.3‰  H47高齢化率 22.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

255,926円（大阪市平均の1.0倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

272,073円（大阪市平均の1.1倍） 

試案1 試案2 

大
正
区 

Ｂ区 
他の構成区 

Ｇ区 
他の構成区 

此花区・西区・港区・西淀川区 西成区・住之江区・住吉区 

 H47将来人口は、37万人（減少傾向） 
 面積53k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 41.3‰  H47高齢化率 24.9％ 

 H47将来人口は、30万人（減少傾向） 
 面積47k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は100％、事業所数は市域の11％ 
 生活保護率 104.3‰  H47高齢化率 33.5％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

255,926円（大阪市平均の1.0倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

167,537円（大阪市平均の0.7倍） 

資料7-3  P.10 参照 資料7-3  P.22 参照 

資料7-3  P.8 参照 資料7-3  P.24 参照 

資料7-3  P.8 参照 資料7-3  P.24 参照 

資料7-3  P.8 参照 資料7-3  P.34 参照 
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試案3 試案4 

E区 
他の構成区 

E区 
他の構成区 

中
央
区 

西成区・西区・天王寺区・浪速区 西成区・北区・天王寺区・浪速区・阿倍野区 

 H47将来人口は、44万人（増加傾向） 
 面積31k㎡ 
 本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は230％、事業所数は市域の32％ 
 生活保護率 95.6‰  H47高齢化率 21.6％ 

 H47将来人口は、54万人（ほぼ横ばい） 
 面積42k㎡ 
 梅田・本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は240％、事業所数は市域の42％ 
 生活保護率 80.5‰  H47高齢化率 24.0％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

477,938円（大阪市平均の1.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

510,986円（大阪市平均の2.0倍） 

試案3 試案4 

E区 
他の構成区 

B区 
他の構成区 

西
区 

西成区・中央区・天王寺区・浪速区 此花区・福島区・港区・大正区・西淀川区 

 H47将来人口は、44万人（増加傾向） 
 面積31k㎡ 
 本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は230％、事業所数は市域の32％ 
 生活保護率 95.6‰  H47高齢化率 21.6％ 

 H47将来人口は、46万人（ほぼ横ばい） 
 面積58k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の17％ 
 生活保護率 37.3‰  H47高齢化率 23.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

477,938円（大阪市平均の1.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

257,929円（大阪市平均の1.0倍） 

試案3 試案4 

B区 
他の構成区 

B区 
他の構成区 

港
区 

此花区・福島区・大正区・西淀川区・住之江区 此花区・福島区・西区・大正区・西淀川区 

 H47将来人口は、43万人（減少傾向） 
 面積73k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は110％、事業所数は市域の14％ 
 大阪市域の湾岸地域を一体的に集積 
 生活保護率 44.8‰  H47高齢化率 27.9％ 

 H47将来人口は、46万人（ほぼ横ばい） 
 面積58k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の17％ 
 生活保護率 37.3‰  H47高齢化率 23.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

223,214円（大阪市平均の0.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

257,929円（大阪市平均の1.0倍） 

試案3 試案4 

B区 
他の構成区 

B区 
他の構成区 

大
正
区 

此花区・福島区・港区・西淀川区・住之江区 此花区・福島区・西区・港区・西淀川区 

 H47将来人口は、43万人（減少傾向） 
 面積73k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は110％、事業所数は市域の14％ 
 大阪市域の湾岸地域を一体的に集積 
 生活保護率 44.8‰  H47高齢化率 27.9％ 

 H47将来人口は、46万人（ほぼ横ばい） 
 面積58k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の17％ 
 生活保護率 37.3‰  H47高齢化率 23.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

223,214円（大阪市平均の0.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

257,929円（大阪市平均の1.0倍） 

資料7-3  P.46 参照 資料7-3  P.58 参照 

資料7-3  P.46 参照 資料7-3  P.52 参照 

資料7-3  P.40 参照 資料7-3  P.52 参照 

資料7-3  P.40 参照 資料7-3  P.52 参照 
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試案1 試案2 

天
王
寺
区 

C区 
他の構成区 

C区 
他の構成区 

中央区・浪速区 浪速区・東成区・生野区 

 H47将来人口は、27万人（増加傾向） 
 面積18k㎡ 
 本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は320％、事業所数は市域の23％ 
 生活保護率 48.7‰  H47高齢化率 20.3％ 

 H47将来人口は、31万人（減少傾向） 
 面積22k㎡ 
 難波南部・天王寺に商業地域が広がるが、全体としては
住宅地域 

 昼夜間人口比率は120％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 62.4‰  H47高齢化率 26.3％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

697,305円（大阪市平均の2.7倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

209,218円（大阪市平均の0.8倍） 

試案1 試案2 

浪
速
区 

C区 
他の構成区 

C区 
他の構成区 

天王寺区・中央区 天王寺区・東成区・生野区 

 H47将来人口は、27万人（増加傾向） 
 面積18k㎡ 
 本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は320％、事業所数は市域の23％ 
 生活保護率 48.7‰  H47高齢化率 20.3％ 

 H47将来人口は、31万人（減少傾向） 
 面積22k㎡ 
 難波南部・天王寺に商業地域が広がるが、全体としては
住宅地域 

 昼夜間人口比率は120％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 62.4‰  H47高齢化率 26.3％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

697,305円（大阪市平均の2.7倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

209,218円（大阪市平均の0.8倍） 

試案1 試案2 

西
淀
川
区 

B区 
他の構成区 

B区 
他の構成区 

此花区・西区・港区・大正区 此花区・福島区・西区・港区 

 H47将来人口は、37万人（減少傾向） 
 面積53k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 41.3‰  H47高齢化率 24.9％ 

 H47将来人口は、42万人（ほぼ横ばい） 
 面積48k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の15％ 
 生活保護率 34.3‰  H47高齢化率 22.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

255,926円（大阪市平均の1.0倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

272,073円（大阪市平均の1.1倍） 

試案1 試案2 

淀
川
区 

D区 
他の構成区 

D区 
他の構成区 

東淀川区 東淀川区 

 H47将来人口は、27万人（減少傾向） 
 面積26k㎡ 
 新大阪に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は110％、事業所数は市域の9％ 
 生活保護率 50.6‰  H47高齢化率 28.8％ 

 H47将来人口は、27万人（減少傾向） 
 面積26k㎡ 
 新大阪に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は110％、事業所数は市域の9％ 
 生活保護率 50.6‰  H47高齢化率 28.8％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

196,899円（大阪市平均の0.8倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

196,899円（大阪市平均の0.8倍） 

資料7-3  P.10 参照 資料7-3  P.26 参照 

資料7-3  P.10 参照 資料7-3  P.26 参照 

資料7-3  P.8 参照 資料7-3  P.24 参照 

資料7-3  P.12参照 資料7-3  P.28 参照 
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試案3 試案4 

E区 
他の構成区 

E区 
他の構成区 

天
王
寺
区 

西成区・中央区・西区・浪速区 西成区・北区・中央区・浪速区・阿倍野区 

 H47将来人口は、44万人（増加傾向） 
 面積31k㎡ 
 本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は230％、事業所数は市域の32％ 
 生活保護率 95.6‰  H47高齢化率 21.6％ 

 H47将来人口は、54万人（ほぼ横ばい） 
 面積42k㎡ 
 梅田・本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は240％、事業所数は市域の42％ 
 生活保護率 80.5‰  H47高齢化率 24.0％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

477,938円（大阪市平均の1.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

510,986円（大阪市平均の2.0倍） 

試案3 試案4 

E区 
他の構成区 

E区 
他の構成区 

浪
速
区 

西成区・中央区・西区・天王寺区 西成区・北区・中央区・天王寺区・阿倍野区 

 H47将来人口は、44万人（増加傾向） 
 面積31k㎡ 
 本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は230％、事業所数は市域の32％ 
 生活保護率 95.6‰  H47高齢化率 21.6％ 

 H47将来人口は、54万人（ほぼ横ばい） 
 面積42k㎡ 
 梅田・本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は240％、事業所数は市域の42％ 
 生活保護率 80.5‰  H47高齢化率 24.0％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

477,938円（大阪市平均の1.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

510,986円（大阪市平均の2.0倍） 

試案3 試案4 

B区 
他の構成区 

B区 
他の構成区 

西
淀
川
区 

此花区・福島区・港区・大正区・住之江区 此花区・福島区・西区・港区・大正区 

 H47将来人口は、43万人（減少傾向） 
 面積73k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は110％、事業所数は市域の14％ 
 大阪市域の湾岸地域を一体的に集積 
 生活保護率 44.8‰  H47高齢化率 27.9％ 

 H47将来人口は、46万人（ほぼ横ばい） 
 面積58k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は130％、事業所数は市域の17％ 
 生活保護率 37.3‰  H47高齢化率 23.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

223,214円（大阪市平均の0.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

257,929円（大阪市平均の1.0倍） 

試案3 試案4 

A区 
他の構成区 

A区 
他の構成区 

淀
川
区 

都島区・北区・東淀川区 都島区・東淀川区・旭区 

 H47将来人口は、48万人（減少傾向） 
 面積42k㎡ 
 梅田・新大阪・京橋を中心に商業地域を持つが、住宅地
域も広がる 

 昼夜間人口比率は150％、事業所数は市域の26％ 
 生活保護率 42.3‰  H47高齢化率 27.6％ 

 H47将来人口は、43万人（減少傾向） 
 面積38k㎡ 
 新大阪に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は105％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 47.9‰  H47高齢化率 29.3％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

328,089円（大阪市平均の1.3倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

185,027円（大阪市平均の0.7倍） 

資料7-3  P.46 参照 資料7-3  P.58 参照 

資料7-3  P.46 参照 資料7-3  P.58 参照 

資料7-3  P.40 参照 資料7-3  P.52 参照 

資料7-3  P.38 参照 資料7-3  P.50 参照 
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試案1 試案2 

東
淀
川
区 

D区 
他の構成区 

D区 
他の構成区 

淀川区 淀川区 

 H47将来人口は、27万人（減少傾向） 
 面積26k㎡ 
 新大阪に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は110％、事業所数は市域の9％ 
 生活保護率 50.6‰  H47高齢化率 28.8％ 

 H47将来人口は、27万人（減少傾向） 
 面積26k㎡ 
 新大阪に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は110％、事業所数は市域の9％ 
 生活保護率 50.6‰  H47高齢化率 28.8％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

196,899円（大阪市平均の0.8倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

196,899円（大阪市平均の0.8倍） 

試案1 試案2 

東
成
区 

E区 
他の構成区 

C区 
他の構成区 

城東区・旭区・鶴見区 天王寺区・浪速区・生野区 

 H47将来人口は、38万人（減少傾向） 
 面積27k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は93％、事業所数は市域の11％ 
 生活保護率 38.8‰  H47高齢化率 27.2％ 

 H47将来人口は、31万人（減少傾向） 
 面積22k㎡ 
 難波南部・天王寺に商業地域が広がるが、全体としては
住宅地域 

 昼夜間人口比率は120％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 62.4‰  H47高齢化率 26.3％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

158,312円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

209,218円（大阪市平均の0.8倍） 

試案1 試案2 

生
野
区 

F区 
他の構成区 

C区 
他の構成区 

平野区・東住吉区 天王寺区・浪速区・東成区 

 H47将来人口は、34万人（減少傾向） 
 面積33k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の12％ 
 生活保護率 69.3‰  H47高齢化率 31.0％ 

 H47将来人口は、31万人（減少傾向） 
 面積22k㎡ 
 難波南部・天王寺に商業地域が広がるが、全体としては
住宅地域 

 昼夜間人口比率は120％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 62.4‰  H47高齢化率 26.3％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

145,402円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

209,218円（大阪市平均の0.8倍） 

試案1 試案2 

旭
区 

E区 
他の構成区 

E区 
他の構成区 

城東区・東成区・鶴見区 城東区・鶴見区 

 H47将来人口は、38万人（減少傾向） 
 面積27k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は93％、事業所数は市域の11％ 
 生活保護率 38.8‰  H47高齢化率 27.2％ 

 H47将来人口は、31万人（減少傾向） 
 面積23k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は91％、事業所数は市域の8％ 
 生活保護率 37.0‰  H47高齢化率 27.0％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

158,312円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

152,336円（大阪市平均の0.6倍） 

資料7-3  P.12 参照 資料7-3  P.28 参照 

資料7-3  P.14 参照 資料7-3  P.26 参照 

資料7-3  P.16 参照 資料7-3  P.26 参照 

資料7-3  P.14 参照 資料7-3  P.30 参照 
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試案3 試案4 

A区 
他の構成区 

A区 
他の構成区 

東
淀
川
区 

都島区・北区・淀川区 都島区・淀川区・旭区 

 H47将来人口は、48万人（減少傾向） 
 面積42k㎡ 
 梅田・新大阪・京橋を中心に商業地域を持つが、住宅地
域も広がる 

 昼夜間人口比率は150％、事業所数は市域の26％ 
 生活保護率 42.3‰  H47高齢化率 27.6％ 

 H47将来人口は、43万人（減少傾向） 
 面積38k㎡ 
 新大阪に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は105％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 47.9‰  H47高齢化率 29.3％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

328,089円（大阪市平均の1.3倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

185,027円（大阪市平均の0.7倍） 

試案3 試案4 

C区 
他の構成区 

C区 
他の構成区 

東
成
区 

城東区・生野区・旭区・鶴見区 城東区・生野区・鶴見区 

 H47将来人口は、48万人（減少傾向） 
 面積36k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の15％ 
 生活保護率 46.6‰  H47高齢化率 27.9％ 

 H47将来人口は、41万人（減少傾向） 
 面積30k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 45.6‰  H47高齢化率 27.1％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

153,674円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

156,113円（大阪市平均の0.6倍） 

試案3 試案4 

C区 
他の構成区 

C区 
他の構成区 

生
野
区 

城東区・東成区・旭区・鶴見区 城東区・東成区・鶴見区 

 H47将来人口は、48万人（減少傾向） 
 面積36k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の15％ 
 生活保護率 46.6‰  H47高齢化率 27.9％ 

 H47将来人口は、41万人（減少傾向） 
 面積30k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 45.6‰  H47高齢化率 27.1％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

153,674円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

156,113円（大阪市平均の0.6倍） 

試案3 試案4 

C区 
他の構成区 

A区 
他の構成区 

旭
区 

城東区・東成区・生野区・鶴見区 都島区・淀川区・東淀川区 

 H47将来人口は、48万人（減少傾向） 
 面積36k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の15％ 
 生活保護率 46.6‰  H47高齢化率 27.9％ 

 H47将来人口は、43万人（減少傾向） 
 面積38k㎡ 
 新大阪に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は105％、事業所数は市域の14％ 
 生活保護率 47.9‰  H47高齢化率 29.3％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

153,674円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

185,027円（大阪市平均の0.7倍） 

資料7-3  P.38 参照 資料7-3  P.50 参照 

資料7-3  P.42 参照 資料7-3  P.54 参照 

資料7-3  P.42 参照 資料7-3  P.54 参照 

資料7-3  P.42 参照 資料7-3  P.50 参照 
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試案1 試案2 

城
東
区 

E区 
他の構成区 

E区 
他の構成区 

東成区・旭区・鶴見区 旭区・鶴見区 

 H47将来人口は、38万人（減少傾向） 
 面積27k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は93％、事業所数は市域の11％ 
 生活保護率 38.8‰  H47高齢化率 27.2％ 

 H47将来人口は、31万人（減少傾向） 
 面積23k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は91％、事業所数は市域の8％ 
 生活保護率 37.0‰  H47高齢化率 27.0％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

158,312円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

152,336円（大阪市平均の0.6倍） 

試案1 試案2 

鶴
見
区 

E区 
他の構成区 

E区 
他の構成区 

城東区・東成区・旭区 城東区・旭区 

 H47将来人口は、38万人（減少傾向） 
 面積27k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は93％、事業所数は市域の11％ 
 生活保護率 38.8‰  H47高齢化率 27.2％ 

 H47将来人口は、31万人（減少傾向） 
 面積23k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は91％、事業所数は市域の8％ 
 生活保護率 37.0‰  H47高齢化率 27.0％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

158,312円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

152,336円（大阪市平均の0.6倍） 

試案1 試案2 

阿
倍
野
区 

G区 
他の構成区 

F区 
他の構成区 

西成区・住之江区・住吉区 平野区・東住吉区 

 H47将来人口は、35万人（減少傾向） 
 面積43k㎡ 
 湾岸地域に流通業が集積し、阿倍野に商業地域が広が
るが、全体としては住宅地域 

 昼夜間人口比率は100％、事業所数は市域の12％ 
 生活保護率 95.6‰  H47高齢化率 31.9％ 

 H47将来人口は、33万人（減少傾向） 
 面積31k㎡ 
 阿倍野に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は96％、事業所数は市域の10％ 
 生活保護率 58.9‰  H47高齢化率 30.1％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

176,310円（大阪市平均の0.7倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

164,766円（大阪市平均の0.6倍） 

試案1 試案2 

住
之
江
区 

G区 
他の構成区 

G区 
他の構成区 

西成区・阿倍野区・住吉区 西成区・大正区・住吉区 

 H47将来人口は、35万人（減少傾向） 
 面積43k㎡ 
 湾岸地域に流通業が集積し、阿倍野に商業地域が広が
るが、全体としては住宅地域 

 昼夜間人口比率は100％、事業所数は市域の12％ 
 生活保護率 95.6‰  H47高齢化率 31.9％ 

 H47将来人口は、30万人（減少傾向） 
 面積47k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は100％、事業所数は市域の11％ 
 生活保護率 104.3‰  H47高齢化率 33.5％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

176,310円（大阪市平均の0.7倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

167,537円（大阪市平均の0.7倍） 

資料7-3  P.14 参照 資料7-3  P.30 参照 

資料7-3  P.14 参照 資料7-3  P.30 参照 

資料7-3  P.18 参照 資料7-3  P.32 参照 

資料7-3  P.18 参照 資料7-3  P.34 参照 
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試案3 試案4 

C区 
他の構成区 

C区 
他の構成区 

城
東
区 

東成区・生野区・旭区・鶴見区 東成区・生野区・鶴見区 

 H47将来人口は、48万人（減少傾向） 
 面積36k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の15％ 
 生活保護率 46.6‰  H47高齢化率 27.9％ 

 H47将来人口は、41万人（減少傾向） 
 面積30k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 45.6‰  H47高齢化率 27.1％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

153,674円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

156,113円（大阪市平均の0.6倍） 

試案3 試案4 

C区 
他の構成区 

C区 
他の構成区 

鶴
見
区 

城東区・東成区・生野区・旭区 城東区・東成区・生野区 

 H47将来人口は、48万人（減少傾向） 
 面積36k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の15％ 
 生活保護率 46.6‰  H47高齢化率 27.9％ 

 H47将来人口は、41万人（減少傾向） 
 面積30k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 45.6‰  H47高齢化率 27.1％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

153,674円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

156,113円（大阪市平均の0.6倍） 

試案3 試案4 

D区 
他の構成区 

E区 
他の構成区 

阿
倍
野
区 

平野区・住吉区・東住吉区 西成区・北区・中央区・天王寺区・浪速区 

 H47将来人口は、44万人（減少傾向） 
 面積40k㎡ 
 阿倍野に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は95％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 60.4‰  H47高齢化率 30.2％ 

 H47将来人口は、54万人（ほぼ横ばい） 
 面積42k㎡ 
 梅田・本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は240％、事業所数は市域の42％ 
 生活保護率 80.5‰  H47高齢化率 24.0％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

158,080円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

510,986円（大阪市平均の2.0倍） 

試案3 試案4 

B区 
他の構成区 

D区 
他の構成区 

住
之
江
区 

此花区・福島区・港区・大正区・西淀川区 平野区・住吉区・東住吉区 

 H47将来人口は、43万人（減少傾向） 
 面積73k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は110％、事業所数は市域の14％ 
 大阪市域の湾岸地域を一体的に集積 
 生活保護率 44.8‰  H47高齢化率 27.9％ 

 H47将来人口は、44万人（減少傾向） 
 面積55k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は96％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 64.3‰  H47高齢化率 31.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

223,214円（大阪市平均の0.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

166,175円（大阪市平均の0.7倍） 

資料7-3  P.42 参照 資料7-3  P.54 参照 

資料7-3  P.42 参照 資料7-3  P.54 参照 

資料7-3  P.44 参照 資料7-3  P.58 参照 

資料7-3  P.40 参照 資料7-3  P.56 参照 
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試案1 試案2 

住
吉
区 

G区 
他の構成区 

G区 
他の構成区 

西成区・住之江区・阿倍野区 西成区・大正区・住之江区 

 H47将来人口は、35万人（減少傾向） 
 面積43k㎡ 
 湾岸地域に流通業が集積し、阿倍野に商業地域が広が
るが、全体としては住宅地域 

 昼夜間人口比率は100％、事業所数は市域の12％ 
 生活保護率 95.6‰  H47高齢化率 31.9％ 

 H47将来人口は、30万人（減少傾向） 
 面積47k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は100％、事業所数は市域の11％ 
 生活保護率 104.3‰  H47高齢化率 33.5％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

176,310円（大阪市平均の0.7倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

167,537円（大阪市平均の0.7倍） 

試案1 試案2 

東
住
吉
区 

F区 
他の構成区 

F区 
他の構成区 

平野区・生野区 平野区・阿倍野区 

 H47将来人口は、34万人（減少傾向） 
 面積33k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の12％ 
 生活保護率 69.3‰  H47高齢化率 31.0％ 

 H47将来人口は、33万人（減少傾向） 
 面積31k㎡ 
 阿倍野に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は96％、事業所数は市域の10％ 
 生活保護率 58.9‰  H47高齢化率 30.1％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

145,402円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

164,766円（大阪市平均の0.6倍） 

試案1 試案2 

平
野
区 

F区 
他の構成区 

F区 
他の構成区 

生野区・東住吉区 阿倍野区・東住吉区 

 H47将来人口は、34万人（減少傾向） 
 面積33k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は94％、事業所数は市域の12％ 
 生活保護率 69.3‰  H47高齢化率 31.0％ 

 H47将来人口は、33万人（減少傾向） 
 面積31k㎡ 
 阿倍野に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は96％、事業所数は市域の10％ 
 生活保護率 58.9‰  H47高齢化率 30.1％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

145,402円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

164,766円（大阪市平均の0.6倍） 

試案1 試案2 

西
成
区 

G区 
他の構成区 

G区 
他の構成区 

住之江区・阿倍野区・住吉区 大正区・住之江区・住吉区 

 H47将来人口は、35万人（減少傾向） 
 面積43k㎡ 
 湾岸地域に流通業が集積し、阿倍野に商業地域が広が
るが、全体としては住宅地域 

 昼夜間人口比率は100％、事業所数は市域の12％ 
 生活保護率 95.6‰  H47高齢化率 31.9％ 

 H47将来人口は、30万人（減少傾向） 
 面積47k㎡ 
 湾岸地域に工業・流通業が集積、住宅地域も広がる 
 昼夜間人口比率は100％、事業所数は市域の11％ 
 生活保護率 104.3‰  H47高齢化率 33.5％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

176,310円（大阪市平均の0.7倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

167,537円（大阪市平均の0.7倍） 

資料7-3  P.18 参照 資料7-3  P.34 参照 

資料7-3  P.16 参照 資料7-3  P.32 参照 

資料7-3  P.16 参照 資料7-3  P.32 参照 

資料7-3  P.18 参照 資料7-3  P.34 参照 
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試案3 試案4 

D区 
他の構成区 

D区 
他の構成区 

住
吉
区 

平野区・阿倍野区・東住吉区 平野区・住之江区・東住吉区 

 H47将来人口は、44万人（減少傾向） 
 面積40k㎡ 
 阿倍野に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は95％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 60.4‰  H47高齢化率 30.2％ 

 H47将来人口は、44万人（減少傾向） 
 面積55k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は96％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 64.3‰  H47高齢化率 31.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

158,080円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

166,175円（大阪市平均の0.7倍） 

試案3 試案4 

D区 
他の構成区 

D区 
他の構成区 

東
住
吉
区 

平野区・阿倍野区・住吉区 平野区・住之江区・住吉区 

 H47将来人口は、44万人（減少傾向） 
 面積40k㎡ 
 阿倍野に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は95％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 60.4‰  H47高齢化率 30.2％ 

 H47将来人口は、44万人（減少傾向） 
 面積55k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は96％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 64.3‰  H47高齢化率 31.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

158,080円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

166,175円（大阪市平均の0.7倍） 

試案3 試案4 

D区 
他の構成区 

D区 
他の構成区 

平
野
区 

阿倍野区・住吉区・東住吉区 住之江区・住吉区・東住吉区 

 H47将来人口は、44万人（減少傾向） 
 面積40k㎡ 
 阿倍野に商業地域が広がるが、全体としては住宅地域 
 昼夜間人口比率は95％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 60.4‰  H47高齢化率 30.2％ 

 H47将来人口は、44万人（減少傾向） 
 面積55k㎡ 
 全体として住宅地域が広がる 
 昼夜間人口比率は96％、事業所数は市域の13％ 
 生活保護率 64.3‰  H47高齢化率 31.9％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

158,080円（大阪市平均の0.6倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

166,175円（大阪市平均の0.7倍） 

試案3 試案4 

E区 
他の構成区 

E区 
他の構成区 

西
成
区 

中央区・西区・天王寺区・浪速区 北区・中央区・天王寺区・浪速区・阿倍野区 

 H47将来人口は、44万人（増加傾向） 
 面積31k㎡ 
 本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は230％、事業所数は市域の32％ 
 生活保護率 95.6‰  H47高齢化率 21.6％ 

 

 H47将来人口は、54万人（ほぼ横ばい） 
 面積42k㎡ 
 梅田・本町・難波・天王寺を中心として商業地域が広がる 
 昼夜間人口比率は240％、事業所数は市域の42％ 
 生活保護率 80.5‰  H47高齢化率 24.0％ 

市税等 
（人口1人あたり） 

477,938円（大阪市平均の1.9倍） 市税等 
（人口1人あたり） 

510,986円（大阪市平均の2.0倍） 

資料7-3  P.44 参照 資料7-3  P.56 参照 

資料7-3  P.44 参照 資料7-3  P.56 参照 

資料7-3  P.44 参照 資料7-3  P.56 参照 

資料7-3  P.46 参照 資料7-3  P.58 参照 


